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Last level cache or main memory




















































キャッシュ容量 連想度 ラインサイズ インタリーブ
命令キャッシュ 32KByte 4-way 16Byte 有効
データキャッシュ 32KByte 4-way 16Byte 無効
5.2 評価結果
評価結果を表 2 に示す．提案モジュールの HDL コード行数
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